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３．屋外試験に向けて
（１） 「FM中継局－FM実験局」を活用した屋外試験

・ＫＲＹ豊北実験局＋ＫＲＹ長門局の電波が交差するエリアでの試験

・室内試験では、ＤＵが５ｄＢ以上あれば評価４＝＞ＤＵ５ｄＢ以下となるエリアを確認

・遅延時間を変化させて固定点測定、及び移動測定（位置情報、端子電圧、ＰＳＥＲ）を行う

（２） 「FM中継局－FM中継局１」及び「FM中継局２－FM実験局（FM回り込みキャンセラー装置が

設置された実験試験局）」を活用した屋外試験
・ＫＲＹ豊北実験局＋ＫＲＹ豊田局の電波が交差するエリアでの試験

・室内試験では、ＤＵが０ｄＢでも遅延時間を５μｓ以内に調整すれば評価４

＝＞ＤＵ５ｄＢ以下となるエリアを確認

・遅延時間を何パターンか変化させて固定点測定、及び移動測定（位置情報、端子電圧、ＰＳＥＲ）を行う

（３） FM中継局から多方向（「FM中継局－FM実験局１」及び「FM中継局－FM実験局２」）で

「FM回り込みキャンセラー装置」が設置された実験試験局を活用した屋外試験
・ＫＲＹ豊北実験局＋ＫＲＹ新実験局①、又はＫＲＹ新実験局①＋ＫＲＹ新実験局②局が交差するエリアでの試験

・室内試験では、ＤＵが０ｄＢでも遅延時間を５μｓ以内に調整すれば評価４

＝＞ＤＵ５ｄＢ以下となるエリアを確認

・遅延時間を何パターンか変化させて固定点測定、及び移動測定（位置情報、端子電圧、ＰＳＥＲ）を行う
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（１） 「FM中継局－FM実験局」を活用した屋外試験

KRY長門局

KRY豊北実験局

DU比が少ない
地点

図１．屋外試験①
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（２） 「FM中継局－FM中継局１」及び「FM中継局２－FM実験局（FM回り込みキャンセラー装置
が設置された実験試験局）」を活用した屋外試験

KRY豊北実験局

KRY豊田局

DU比が少ない
地点
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図２．屋外試験②
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（３） FM中継局から多方向（「FM中継局－FM実験局１」及び「FM中継局－FM実験局２」）
で「FM回り込みキャンセラー装置」が設置された実験試験局を活用した屋外試験①

KRY油谷実験局（仮）

図３．屋外試験③

KRY豊北実験局

DU比が少ない
地点
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実験局の仕様については、
場所や出力など未確定です
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（３） FM中継局から多方向（「FM中継局－FM実験局１」及び「FM中継局－FM実験局２」）
で「FM回り込みキャンセラー装置」が設置された実験試験局を活用した屋外試験②

KRY山大実験１（仮）

図４．屋外試験④

KRY山大実験２（仮）

DU比が少ない
地点
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実験局の仕様については、
場所や出力など未確定です
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